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（438） （安藤 ， 手塚 ， 加藤 ， 守随 ， 北原）　合成清酒に 於 け る
k
火落ち

’

の 問題に つ い て

　前記 基 質中最 もア ミ ラーゼ 生 産の 多い 第 6 表 No ・2 の培養基に つ き， その 標準液 を 1 とし こ れを稀釈して 酵素

力 との 関係 を 検討 し た （第 7 表）．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Table 　7．　The 　 relation 　betwcen　the 　dilution　 rate 　 of 　culture

　　　　　　　　　　　　　　 media 　 and 　the　procluction　 of 　amylase ．
』｝一一一 　　　　　　　　　　　ilution　　rate

Medium 　 No ．　 　
t．tt〜

一

1 112 1！3 1！5 1！101120i 　1！OO
2 ・・… レ 8・651 ・2・4・ 155・・gl … 1・i14… 「・…

　本試験の 結果 も大体 ％ 迄の 稀釈度なれば余 り酵素力は 減少 し な い．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 摘　　　　　要

　本報告は 澱 粉糖化菌 で あ る AsP．　 UStlMii 　R 一レ 2の ア ミ ラーゼ 生成に 適 す る 培養基質 に つ い て実験 を 行 つ た もの

で あ る．

　L 　本 菌 の ア ミ ラ
ーゼ 生 成 基 質 と して の 適性 は 玉 蜀黍 ， 麩 ， 米糠 ， 甘藷の 順 とな り其の 濃度は 4 ％ 或は 3 ％ が

よ い ．

　2・ 麩 と け藷粉 との 混合基質は 麩 3 ％以 上に 甘藷 2 ％以 Lを 加へ る と強 力 な ア ミ ラ
ー

ゼ を 生 成す る．

　3． 麩 と玉 蜀黍 の 混合基質 は ア ミ ラ
ーゼ 生 成 を一

周増強す る．特に麩 1〜2 ％ で も玉 蜀黍 2 〜 3 ％ を 加え る と

良好 で あ る．

　4． 麩夂は 玉 蜀黍 に無機塩類を加 え る 場合は NaNOa 　｝ま小量 （0・1−・O・3°

％）な らば 幾分酵素力を強 め る が ，
　 KH7

PO ｝1 夂 は MgSO4 は 殆 ん ど影響 が な い ．　 CaCIOn は 量 が 少 い （0・OS−−O・1％ ）と きは よ い が ， 多量 は 阻 害 さ れ る．

　5・ 本菌 の ア ミ ラーゼ 生 成に 対す る最 もよい 基質 は麩 2 ％ ＋ 玉 蜀黍 4．0％ ＋ NaNOs 　 O．2％ ＋CaCOa 　 O．05％ で

あつ た．

　本研究 に つ き桜 醸造 株 式 会 社 河 村 社長 よ り寄 せ ら れ た 御厚情 を 謝す ．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 丈 　 　 　 　 　 献

1） 大 谷 ， 金 子 ， 高 橋 ： 本 誌，35，397 （昭 32）．　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （昭 32．9 ．13 受 理 ）

　　　　　　　　合 成清酒に 於 け る 灰 落 ち
ク

の 問題 に つ い て

　　　　　　　　　　　　 各種合成清酒に 対 する 火落菌 の 接種試 験

　　安 藤忠彦 ・ 手塚 信也 ・加藤幹 夫 ・守隨 稀雪 （科 学研 究 所 ） 北 原覚 雄 （応 用 微生 物研究所）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 緒 　　　　　言

　火落菌類 の 侵害 に よつ て 生起す る火落現象は従来清酒 に 限 られ ， 合成清酒に 於 い て は稀れ に 酵母混 濁を 見 る に

過 ぎな か つ た が ， こ れ は 両者の 成分 か ら見て 当然 の こ と と思 われ る．然 るに 最近 三 倍醸 造 清酒 ， 米使用合成清

酒 ， 大 豆 蛋 白 利用 合成 清 酒 の 出現 ICよ り清酒 と合成清酒 の 区別 が 次第 に 薄 らい で 来 る に 伴 い，含成清酒 に も火落

類似現 象 が 起 る危 険 性 を生 ず るに 至 り， 現 に 我 々 も履 々 こ の 現象 を 見聞す る．これ は合成清酒業者に とつ て 由 々

し い 問 題 と思 はれ るの で 首題 の 研究 を 開 始 し た．勿論清酒 と合成清酒が全 く同 じ種類 の 細菌 に 侵 され るか 否か は

改 め て 検討 を 要 す る 問題 で あ る が ， 今回 は 合成清酒 の 香味液添 加率 と既 知火落菌生 育 の 関係並び に 最 近 試醸 し た

各種合成清酒 に 対す る火落菌ξE育の 能否 を検討 し た．火落菌に 就 い て は 最近 北原 等
1） が 清酒 の 特異成分 た る 火落

酸要求 の 有無 に よ る新 らしい 分類を 行つ て い るの で ， そ れ らの 代表的菌株を 選 ん で 行つ た接種試験の 結果を 報告

す る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 案　験 　の 　部

　 1） 供試酒

　蚕哺液澪加合成潰酒，：
一

香哮海ρ）碍和率と氷落菌類の 隼育の 関無を調ざ為た め r 第1 表ρ舛き酢含で 調製．
し挙．
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．
ち
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第 1峩 　純合成 酒 配 合組成

Alcohol

醸 造 用 glucose

水　　 ア 　　 メ

Na ・glutamate
AlanineG

！ycine

！5．5％
3．050

，550

．0150

．OlO

．005

Succinic　ac 董d

N2 し・succinate

Lact量c　acid

KH2FO4

0，0884％
O．0120

．Ol20

．006

Ca （H2PO4 ）s　 O．006

NaC1 1・．・・6

純合成清酒に 清酒仕込香味液を 3〜15％添加した も

の を用い た．

　KCP
，
SLD 使用 香味液添 加合成濡酒 ；

−KC 群 及 び

SLD 撒
を上 記香味液仕込中に添加 し て ， 讃製した 香

味液 をい ろ い ろ の 割合に 純合成清酒 に 添加し た もの

を用 い た．

　KCP 利用合成清酒 ：
一理 研式 醸 酵法

2） （原法 ）に よ

つ て 調製せ る合成清酒

　KCP
，
SLD 利用合成清酒 ：−SLD を糖質原料とし て 上 記 理 研式醸酵法に よ る KCP 利 用合成清酒

s）．

　 プ ロ テ ア ーゼ 利 用合成清酒 ：
−KCP を細菌 プ ロ テ ア ーゼ 製剤 （Bacitlus　 A

「
atto を 用い て 造 つ た 高純度標品） に

よ つ て 処 理 し，更 に 醸酵法 に よ つ て 調製 した 合成清 酒
4＞．

　プ ロ テ ア ーゼ 及び米麹併用合成清酒 ：
−KCP を 細菌 プ ロ テ ア ーゼ 並 び に 米麹 に よつ て処理 し ， 醸酵法 に よつ て

調製 した合成清酒
4），

　液麹 使用香味液 米粉 を基 質 と し た液体麹 を作 り之 を 使用 し て 醸造 した 香味液
勗）．

　三 倍醸造清酒 ：
一
常法 に よ る三 倍醸造清酒 （某酒造所0）三 墹酒 ）．

　市販合成清酒 ：
一
市販合成清酒 （米 5％使用）．

　 以 上 の 各 供 試 酒 の 一般 分 析 値 は第 2表 に示す如 くで あ る．

第 2 衷 各 供 試 酒 一・一般 分 析

酒

酒

液

酒

卿

醸

醸

　

市
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囎
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ゼ

併

　

麹

香

冖

米

増

ア

蔦

麹

成

テ

．

倍

　

ア

体

ロ

テ

　

ロ

ブ

プ

液

三

合

香

KCP
，

KCPKCP

，

味 　　　　液 （清 酒 仕込 ）

SLD 使 　用 　香 　味 　液

試 　 醸 　 酒 （理 研 式 原 法 ）

SLD 試 醸 酒 （理 研 式 原 法 ）

ア ル コ ール

（Vol ％）

18，952L3520

．5020
．0018

．5018

．82
匪2．9020

．3015

．30

夢些1副臨。i徽 ！）1（総 酸　 （％）
as 　Succinic）

十 2．〇

十 3．5
＿0．2

十 3．0
− 1．8
＿LOBe
’2．25
＿0 ，1
− 0．55

3．382
．835

．013
．445

．894

．go1

，994

．2霊

3．73

0．1910
．2120

，1670
．1310

．1380

，1290

，1080

．2010

．094

ア ミ ノ 酸 （％）

（as 　Leucine ）

0．1220
，1920

，6600

．0530

．0480

．0410

．0980
．0980

．038

1　・H4

．34

．24

．04

．34

．13

．94

．14

．24

，0

　 2） 供試菌類

　東大応用微生物研究所 第
一

研究部に て 分類保有 中の 真性火落菌 Lactebacittus　 liOmohiochi（Homo 型 H −43）

LactChaeittus　heterohiochi（Hctcro 型 H −1） 及 び火落性乳酸菌 Lactabacittus　 acidoPhilus （Homo 型 H −7）Lacteda−

ittusfermentum （Hetcro 型 H −34） の 各 1株計 4株 を用 い た．

　 3） 試験方法

　内径24mm の 大型 試験管に ， 実験を容易 に するため 常法 に よ り加水して ア ル コ
ー

ル 12Vol％ と した 各供試酒 を

30cc宛分注 し ，
60℃

，
15分 間 火 入 を 行い ， 予 め 肝片添加 清酒培地 に

一
週聞培養 し た ヒ記 火落菌類 を それ ぞ れ一滴

宛接 種 し ，
コ ル ク 栓 を施 し ，

38℃ で 30日聞 放置 し其毎 日混 濁 の 有無 及び 程度を対照区 と比較観察 し た．

　4） 実験結果

　Laetabaciltus　hemohiochi（H −43） 純 合成清酒 に 清酒仕込 香 味液 を 15％以 ヒ混 和す る と 5 〜6 目位 よ り原香 味 液

同様に 混 濁す る．10
，

7
， 及 び 5 ％ は 之 に 続 くが 混和率の 低下と共 に 混濁度も減 じ 3 ％以下混和率 で は 全 く生 育

を見 な い ．KCP ，　SLD 香 味 液 も同 様 の 結果 で あ つ た．　 KCP 利用合成清酒及び 三 増酒 は 相 当に 混濁 が 見 られ ，

髄 KCP は Kaken 　Cascin　Powdcr の 略称 で ヘ キ サ ン 低 温 抽 出 に よ る 脱 脂 大 豆 粉 を70％メ タ ！一ル 処理 し 起

　 もの ．
騨 SLP 匿 San卿 ；su 　LiqLuid　I）e 填π加 の 略称で あ る

n
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火落 ち

“
の 問題 に つ い て

液麹 使 用 香 味液 は や や 疑わ しい 程度 ， プ ロ テ ア
ーゼ 利用合成清酒は 全 く混濁が認 め られない ．尚市販合成清酒 で

は多少お くれて 混濁が 現われ た （第 3 裹）．

　　 　　 　　 　　 　　 　 第 S 凝　L ．hamChiochi（H −43） に ょ る 火落試 験
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　Laetobaciltus　heterohiechi（H −1）　清酒仕込 香味液 ，
　 SLD

，
　KCP 香味液 は共 に 15％以上 混 和 の 場合混濁が認め ら

れ ，KCP 利用合成清酒 ， 液麹使用合成清酒 に つ い て も菌 の 生育が認 め られた． 尚三 増酒は完全 に 混 濁 し た．プ

卩 テ ア ーゼ 利用合成清酒 ， プ ロ テ ア ーゼ 米麹併用合成清酒 で は 全 く混濁 が 認 め られ な か つ た （第 4 表），

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　第 4表 　L ．heteroniochl（H −−1） に よ る 火 落 試 験
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　　 　 〃 　　　　　 （10％）
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　Lact・bacillus　 acidoPhilu5 （H −7） 清酒仕込香味va　IS％以上で は溝酒及び 三 増酒同様の 混濁が認め られ ，
10％ は

之れ に つ ぎ，
7 ％で は 疑 わ し い 程度 ，

5 ％以下 で は 菌の 生育が認 め られな か っ た，KCP
，
　SLD 香味液 で もほ S

同様な結果 で あ つ た．その 他 の 試醸酒 に 於 い て は 10日 目以後 そ の 殆 ん ど総 べ て に 混 濁 が 認 め られ た が 只 市販合成

清酒の み は疑わしい 程度 の 混濁を見 るに 過ぎな か っ た （第 5 表）．

第 5 蚤 　L．aeidoPhitus （H −7＞ に ょ る 火落試験

供 試 酒
1 経 過 日 数

1・ 日
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（lo％）　　　　　 tt

（15％）　　　　　 〃

味 液

士

±

Kcp
，
SLD 使 用 香 味 液 （5 ％ ）添 加 合 成 酒
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第 6 表 　L．／fementUm（H −34） 1こ よ る火 落 試 験

供 試 酒
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（442 ） （安藤 ， 手塚 ， 加藤 ， 守臨 北原） 合成清酒 に 於 け る 火 落 ちの 問題 に つ い て
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　Lactabaciltus　fermentum（H −34） 清 酒仕込 香味液 15％ 以 上で は 清酒同様の 混濁が起 り，
10％ ，

7 ％は 之 に 続 き

5 ％ で は 疑 わ し い 程度 で あ つ た．KCP
，
　SLD 香味液 も大体同程 度の 濔 濁 が 認 め られ．そ の 他 の 各種 試醸 酒 に 於

い て も例 外な く清酒同様 の 混濁が 認 め られ た が iE販合成清酒 で は菌の 生 育 が 認 め られ な か つ た （第 6 表）．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 考　　　　　察

　 以 上 の 実験 結果か ら， 香 昧液混和率 と火落菌生 育の 可 能及 び 最近 の 試 醸 合成 清 酒 類 の 火 落 性 を 綜 合 的 に 検 討 し

て み る と次 の 如 き知見が得 られ る．

　 1）　香味液 の 混 和率 と火落性

　純合成清酒 に 清酒仕込香味液を原料米 に 換算 し て 5〜7 ％ 添加混和す る と火落 菌類 の 内 Lactobacitlus　homohiochi

（H −43），
Lactabacitlus　aeidoPhilus （H −・7）， 及 び Lactabacillus　fermentum（H −34）等が 生育可能 とな るが ， それ 以

下 の 添 加 量 で は 全 く生 育 し得な い．又 Lactobaeillus　heterohioehi（H −1） に 於 い て は そ の 生 育に 15％ の 混和 が 必要

で あ る．従 つ て 第 7表 に 表示 し た 量以 上 の 香味液が合成清酒中 に添 加 され る場合 に は 火落菌類 の 佐 育に よ る混濁

の 可能性 が 存在す るわけで ， 充分火落対策を要す る と考 え られ る，

第 7 表 　香 味 液混 和 率 と火 落 性

香 　 　味 　 　液 （清 酒 仕 込 ）

KCP
，
　 SLD 併用 香味 液
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第 8 襲 　各種 試醸 合成 酒 の 火落性
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　2）　各種試醸合成清酒 の 火落性

　各 種試醸 酒 に 各 種火落菌類 を接種 し て
，
28℃

，
30日間 放 置 し た結果 を混 濁 の 有無及び 程度を もつ て 第 8 表 に総

括表示 した．プ ロ
’
ア ア ーゼ 利用含成清酒 に 於 い て は，2 種 の 真性火落菌 LactobaciUus　 homohiechi （H −43）及び

馳 6励 碩 ‘｛μ∫ 厩 6r  εo曜 （H −i｝がい つすL も生育しない が， こ れ は 全 く琴狸を俥用しな い 偉込力法：
で ある た戦
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（吉野， 橋 田 ， 津 田 ， 森 ， 渡 辺 ）　清 酒 醸造 過程 に於け る ア ミ ノ 酸 の 消長 に 関 す る 研究 （443）

田村等
0） の 報告して い る火落酸が 欠除 して居る た め と考え られ る．その 他 の 試醸酒は程度の 差はあるが ， 供試菌

4 株 の い つ れ も生育が認 め られ た．以上 の 供試酒 は ア ル コ ール 濃度 12vo1％ 迄 加水 し ， し か も肝 片添 加 清酒に 前

培養した 試験菌を使用 し たの で 正規の 状態 で 諞整貯蔵 した 場合 と全 く同
一

に は 論 じ られ な い が，火落菌類の 酒精

耐性 か ら見 て合成 清酒 と雖 も火落菌生育の 可能性即ち火落混濁の 危険性が相当に あ る と結論し得 る で あろ う．尚

使用 菌株が 少 な い の で 償 ち に 断定 は 出 来な い が次 の 推 定 は 可能で あろ う．即ち清酒火落 の 際最 も出現率の 大きい

の は Lactobacitlus　heteroltioehiで あ るが
1），合成清酒 で は香味液添 加が 少 くと も IO％ を越 さな い 限 り， こ の 菌株の

禺現す る 可能性 は 少ない と見られ る．従 つ て たとえ 類似の 細菌混濁が 起つ て も現段階 で は 清酒 と合成清酒 の

Flora は 自ら異 な る と解 す べ きで あ ろ う．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 丈 　　　　　献

1） 北原 覚雄 ， 金 子 太吉 ， 後藤治 ： 農化，31，556，560 （1957）．

貞二 郎 ： 合投報，3，27 （1954）．

坂本政義 ， 小島与次， 市 川 元 英，守 随 稀 雲 ： 合 投 報，12
，

18 （1957）．

蔵 ， 服 部行 彦 ， 市 川 元 英 ， 沼野和子 ， 川 辺 桂子 ：醸協，投稿中 （1957）．
App ．　Microbiol．2

，
431 （1956）．

3）加藤幹夫，坂 本 政義，守 随 稀雪 ： 合投報，6，38 （1955）．

2） 守 随 稀雪 ， 田 島脩 ， 広 谷 節蔵 ， 戸部

　　　　　　　　　　　　　　　 4）

　　5） 飯 田茂 次，能 勢繋 三郎，沢 綺輝

　　　 6＞Gakuzo 　TAMURA ：J．　Gen ．

　　　　　 （昭 和 32．9 ．16 受 理 ）

清酒醸造過程に 於 け る ア ミ ノ 酸の 消長に 関す る研究

（第 4報 ）　生翫 及 び速釀翫 仕込経過 に 於 け る ア ミ ノ 酸の 消長

吉野 　大 資 ・
橋 田　 度

・
津 田 明 四郎 　（大 阪 大 学工 学部醸酵 工 学教 室）

　　　森 　 太 郎 ・渡 辺 和 夫 （KK 本 嘉 納 商店研 究 室 ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 緒　　　　　言

　清酒 々 母 中 の ア ミ ノ 酸 は ビ タ ミ ン と共 に 清酒酵母の 栄養源 として
1）の ，又清酒 醪，更に は 清酒の 味 に 就 き重要な

役割を為す と考え られ る．酒母仕込 経過 に 於ける 窒素成分 の 消長に 関 して は豊沢 ・米崎氏
S）

及び蔭山 ・杉田氏
4）

等の 報告が あ り，山村氏 6）
， 梅津氏 6）

は い つ れもペ ーパ ー
ク ロ マ トグ ラ フ イ

ー
に 依 りア ミ ノ 酸 の 消長 を追及 して

い る．私 達は 先 に 清酒醸造 過 程中 の 主 と し て 製麹及び 醪 仕込 経過 に 於 け る ア ミ ノ 酸の 消長 に 就 き報 じ た がり
本 報

で は 生 翫 及 び 速 醸翫 の 2種類 の 酒母仕込経過に 於け る グル タ ミ ン 酸量 とス レ オ ニ ン 量を Bioassay に 依 り測定 し

こ れ ら2 つ の ア ミ ノ 酸 の消長を比較 し た．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 実　験　之 　部

　KK 本嘉納席店 に 於 て 昭和30年 12月か ら昭和31年 1 月に か け て 仕込 ん だ 同一
系列 の 原料に 依 る生酥及び 速醸翫

か ら試料を採取 し た．仕 込 配合は 生 翫，速醸阮共 に 蒸米 5 斗 2 升 ・．麹
2 斗 6升 ・ 汲水 6 斗 3 升，で あ る。

　｛1｝ 試 料 の 調 製

　試料は打明 ， 初暖気 ， 湧付 ， 分け ， 戻 し ， 枯 し期聞中 ， 使用前等 ， 生酖 で は且3の 操作段階 ， 速醸酥 で は 8 操作

段 階 に於 て 採取 した．採取 せ る試料は 全試料と水溶性区分 に 2 大別 し ， 試料を酸分解 せ る 全試料に 就 て は その 総

窒 素 ，
ア ミ ノ 態窒 素及 び総 グ ル タ ミ ン 酸 ， 総 ス レ オ ニ ン を測定 し水溶性区分 に つ い て は総 窒 素，ア ミ ノ 態 窒素，

グル タ ミン 酸 ，
ス レ オ ニ ン を分析した．

　（a） 全試料 （酸加水分解液）の 調製

　採取試 料 20g に 6N 濃度 とな る 様に 塩 酸 を 加 え常法に よ り封管中 で 301bs　4 時間分解 した．減 圧濃縮に よ り分解

液 か ら可 及的に 塩 酸 を除 きpH4 ・0 で 濾過
8）

後pH6 ・8に 調節 ， 定容に 充たした．尚麹 及 び 蒸米は 各 10g宛採取，同

様 に 処理 し た．

　 〔b） 水溶性区分の 調 製

　採取試料50gを 磨砕後80％ エ タ ノ ール 100mlを 加 え 100℃ で 10分間加熱 し て 酵素作用を停止 させ た． こ れ に 水を

加え乳鉢で 磨砕 ， 遠心 分離 し，上 澄液 を簗 め残 滓 は水を 加 え再 び磨砕抽出 とい う操作を 3 回操返した．尚抽出に

用 い た 水の 量 は 略一定 と し た．斯 くて 集 め た 上澄溶を減圧 濃縮 しτア ル コ ール 箸の 揮発成分を除い た 饅融過しg旺
6r8に 諢節定容 に 充た した，、
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